
ブッシュに挑んだ大学生
～イラク戦争支持は憲法違反!!～

世界の信用をとり戻すために、今できること──
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コスタリカってどんな国?

コスタリカ共和国　Republic of Costa Rica         
　16世紀にスペイン人が来航し、植民地支配がはじまる。1821年の独立後、グアテマラやニカラ
グアなどと形成する中米連邦共和国の一員に。正式な独立は1848年。

　1949年に「軍隊の非保持」を定めた憲法を施行。さらに1983年にはモンヘ大統領が「永世・非
武装・積極的中立宣言」を発表、軍隊の保持について尋ねたアンケートでは、国民の8割以上が
「非保持」を支持したという。中米各国の内戦終結にも積極的に関わり、1987年には当時のアリ
アス大統領がノーベル平和賞を受賞した。

　火山、熱帯雨林、美しいビーチなど、変化に富んだ豊かな自然に恵まれた国としても知られ、「中
米の花園」といった別名も。エコツーリズムの先進国としても有名。

文京区民センター
東京都文京区本郷4-15-14

［交通］
地下鉄丸の内線 後楽園駅から徒歩3分
都営三田線 春日駅A2出口直上
JR中央線 水道橋駅から徒歩10分コスタリカ★コスタリカ★

拡大図

　米ホワイトハウスのホームページには、イラク戦争を支持する国のリストが載っている。
　「国際社会がこの戦争を支持している」ということを誇示すためだ。そこには、もちろん自衛隊を派遣
する「日本」という記載もある──。

　2004年9月17日、そのリストから中米コスタリカの名が消えた。
　きっかけは、大学生のロベルト・サモラ君（23歳）が違憲訴訟を起こしたことからだった。その結果、
最高裁は「イラク戦争の支持は憲法違反」という判決を下し、戦争支持国リストからコスタリカの名を
削除するように命じた。
　サモラ君は言う。「これで、いまの政府は信用を失うかもしれないが、コスタリカの人々は世界の信
用をとりもどすのだ」と…。

　そんなロベルト・サモラ君が2月下旬、日本にやってきます。
　ブッシュ米大統領と自国の政府に果敢に挑んだロベルト君とともに、コスタリカと同様の平和憲法を
持ちながら、今も戦争を支持し、自衛隊を送る日本について、私たちに何ができるのかを考えましょう。 ロベルト・サモラ君

お問い合わせ先 ロベルト・サモラ君を招く会事務局 (アジア人権基金内)
東京都港区赤坂2-10-16　赤坂スクエアビル6F
TEL：03-5570-5503 (10：00～17：00)　FAX：03-5570-5504

共催 ロベルト・サモラ君を招く会
コスタリカ平和の会
ピースボート

南米大陸

北米大陸北米大陸

(順不同・敬称略)

日　時: 2005年2月27日(日) 18:30～20:30(18:00開場)
場　所: 文京区民センター 2Fホール
参 加 費: 500円

コーディネーター: 伊藤 千尋(ジャーナリスト)
　　　パネリスト: 岩田 忠士(一橋大学 PARMAN)
　　　　　　　　　早乙女 愛(映画「軍隊をすてた国」制作者)
　　　　　　　　　須黒 奈緒(WORLD PEACE NOW)
　　　　　　　　　田部 知江子(弁護士)

メインスピーカー: ロベルト・サモラ


